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ポリカーボネートトンネル漏⽔防⽌板ポリカーボネートトンネル漏⽔防⽌板
 点検の実施しやすい漏⽔防⽌板が求められている。
 漏⽔にはコストがかからない断熱性能が求められる。
 道内には，断⾯が狭⼩で建築限界に対する余裕が少な
いトンネルが存在している。

トンネル漏水防止板破損状況

 現在製品化されているもの以

トンネル漏水防止板破損状況

外に課題をさらに解決する物
はないのか？

材料で求められる物はコストの他
断熱性

コンクリート劣化
１ 断熱性
２ 柔軟性
３ 施工・調査の手軽さ→透明３ 施工・調査の手軽さ→透明
４ 覆工および板の落下防止



ポリカーボネートの特性ポリカーボネートの特性

ＡＧＣパンフレットより



実際に試験を実施実際に試験を実施
衝撃試験

曲げ試験 移動荷重試験



ポリカーボネートトンネル漏水防止板ポリカーボネートトンネル漏水防止板
ポリカ ボネ ト漏水防止板の断熱性ポリカーボネート漏水防止板の断熱性
ポリカーボネート漏水防止板の断熱性を実験により確認した。

３面を断熱材で囲い断熱したコン３面を断熱材で囲い断熱したコン
クリートブロックの表面から30mm
の位置に複層板を設置して周囲
を密閉し 容器内をドライアイスでを密閉し、容器内をドライアイスで
強制冷却した。

容器内温度は-30℃まで下がった
が、コンクリート表面温度は0℃以
上に保たれていた。
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ポリカーボネートンネル漏⽔防⽌板ポリカーボネートンネル漏⽔防⽌板
ポリカーボネート漏⽔防⽌板は 中空構造のポリカーボネート複層板を⽤い、部材ポリカ ボネ ト漏⽔防⽌板は，中空構造のポリカ ボネ ト複層板を⽤い、部材
内の分割された空間を密閉し断熱性を得ているため、断⾯⼨法は従来型の7〜
11cmに対して3cmと格段に⼩さくなっている。

ポ ボポリカーボネート
トンネル漏水防止板

従 来 型
トンネル漏水防止板
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既往の連結⽅法既往の連結⽅法往 連結往 連結



ポリカーボネートトンネル漏水防止板ポリカーボネートトンネル漏水防止板

現場設置状況

断面寸法の違い断面寸法の違い

ポリカーボネート漏水防止板

ポリカーボネート漏水防止板

従来型漏水防止板



ポリカーボネートトンネル漏水防止板ポリカーボネートトンネル漏水防止板
ポリカ ボネ ト漏水防止板の耐衝撃性ポリカーボネート漏水防止板の耐衝撃性

ポリカーボネート漏水防止板の衝撃性を実験によ
り確認した。

実験状況

漏水防止板をトンネル内（廃道部）
に設置し、4tトラックの荷台に大型
車両の端部を模擬した架台を設
置し、接触させた。 ﾊﾟﾈﾙ損傷状況

接触部は局所的にリブのつぶれ接触部 局所 リ
が生じ約12mm程度の残留たわみ
が生じたが、漏水防止板が大きく
割れたり一部が剥落する損傷は
みられなかった。
端部の固定金具は、車輌進行方
向側に変形したが、金具やﾊﾟﾈﾙ
の脱落は発生しなかった。

取付金具部損傷状況



ポリカーボネートトンネル漏⽔防⽌板
従来型（ )に⽐較し ／ 以下 従来型（73mm〜113mm)に⽐較して１／２以下の
断⾯⼨法(30mm)で，部材内の分割された空間を密
閉することにより断熱性が確保されている.

 可撓性に優れかつ割れ難い材料であることから⼤型
⾞両の接触に対して破断・剥落などの損傷が⽣じ難
いい

 断⾯⼨法が⼩さいことから、⼤型⾞両の通⾏時に接
触し難く，内空断⾯に制限のあるトンネルにおいて
も適⽤可能であるも適⽤可能である．



留め具の改良の秘密留め具の改良の秘密留め具の改良の秘密留め具の改良の秘密

普通と逆なんです



まとめまとめ
 どんな物でも問題のない物はないが、ポリカーボ
ネ トは漏⽔板に使えるかも（市場にあるので安ネートは漏⽔板に使えるかも（市場にあるので安
い）
軽く 点検 直ぐ外せるが常時ははずれな 軽くて点検で直ぐ外せるが常時ははずれない。で
きれば耐荷⼒が⼤きいと第三者被害を防げるかも

 断熱性はポリカ＋5mmEPSでも可能なように汎
⽤性があるように今後⼯夫

 経済性は、まだ⼤量に作っていないので概略であ
るが現状のものよりかなり安い（板の加⼯が容易るが現状のものよりかなり安い（板の加⼯が容易
＋施⼯費＝軽量で施⼯性が良い）

当該開発研究は公表していますが、特許、実用新案、意匠等の知的所有権になります


